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１．はじめに 

瀬戸内海に面する福山市と岡山市には，大雨に関連す

る歴史的事象がある．福山市の堂々川においては，６つ

の砂防堰堤が江戸時代の初期（1700 年代）に建造されて

いる．また，岡山市の備中高松においては，戦国時代の

羽柴秀吉による水攻めに用いられた堤防が建造されてい

る．なお，当時の文献によると大雨の状況は抽象的な表

現であるため，降雨イベントは不明である． 

そこで，本研究は現在の気象データを用いて歴史的事

象に基づく過去の大雨の状況を解明することを最終目標

とする．そのために，本稿は福山市周辺と岡山市周辺の

確率降水量について検討する． 

 

２．研究計画 

図１は，本稿で用いた気象庁の観測点の配置図である．

観測点数は合計 15 点である．解析に用いた気象データは

各観測点における日最大１時間降水量 X1である． 

表１は各観測点の観測期間である．最も長い観測期間は

図１の広島（広島地方気象台）であり，134 年間（1889～

2022 年）である．本稿では，X1 の発生頻度を算出する際，

２つのグループ（瀬戸内海 A と瀬戸内海 B）に分けた． 

 

 

図１ 観測点の配置図（瀬戸内海西部） 

表２ 記号表 

記号 説明 

S1 1 年間に１回発生する日最大１時間降水量，単位 mm/h 

R2 決定係数，単位 - 

X1 日最大１時間降水量，単位 mm/h 

Y1 年最大１時間降水量，単位 mm/h 

 

 

以下，瀬戸内海 Aは福山とし，その観測点数は，大竹か

ら虫明，までの 13 点である．また，瀬戸内海 B は岡山と

し，その観測点数は，福山から姫路，までの 8点である．

文献１）に示すように，２つのグループの発生頻度は各

グループの観測点における同年月日の X1 の最大値を抽出

したものである．本稿では，確率降水量を算出するため

の解析期間は 10 年間とした．例えば，1991 年の確率降水

量の解析期間は 1991 年～2000 年である．表 2 は本稿で用

いる記号表である． 

 

表１ 各観測点の観測期間 

 

 

図２ 年最大１時間降水量の経年変化（瀬戸内海 A：福山） 

 

図３ 年最大１時間降水量の経年変化（瀬戸内海 B：岡山） 
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図４ S1の経年変化（瀬戸内海 A：福山） 

 

図５ S1の経年変化（瀬戸内海 B：岡山） 

 

３．解析結果 

図２は，福山の年最大１時間降水量 Y1の経年変化である．

図中に示すように，Y1は年数に比例して増加傾向となる．

しかし，図中の近似直線の決定係数は 0.2692 となり，そ

の相関性は低い．図３は，岡山の年最大１時間降水量 Y1の

経年変化である．図３と同様に，Y1は年数に比例して増加

傾向となり，図中の近似直線の決定係数は 0.2166 となり，

その相関性は低い． 

図４は，福山の 1 年間に 1 回発生する日最大１時間降水

量 S1 の経年変化を示す．図中の近似直線の決定係数は

0.8666 となり，S1 と年数の関係は降水量の増加傾向を示

すことがわかる．なお，図中の近似式から 1941 年と 2022

年の S1は 38.5mm/h と 54.6mm/h となる．図５は，岡山の 1

年間に1回発生する日最大１時間降水量S1の経年変化を示

す．図中の近似直線の決定係数は0.7188となり，図４と同

様に，S1と年数の関係は降水量の増加傾向を示すことがわ

かる．なお，図中の近似式から 1941 年と 2022 年の S1 は

34.6mm/h と 51.9mm/h となる． 

図６は，福山における過去と現在の日最大１時間降水量

X1の超過確率を示す．なお，S1は図中の近似直線から算出

する．2022 年の S1（54.6mm/h）は 1896 年の S1（29.5mm/h）

と比べて約 1.9 倍となる．図７は，岡山における過去と現

在の日最大１時間降水量 X1 の超過確率を示す．なお， 

2022 年の S1（51.9mm/h）は 1941 年の S1（34.6mm/h）と比

べて 1.5 倍となる． 

  
(1)観測期間：1896～1905 年 (2)観測期間：2013～2022 年 

図６ 日最大１時間降水量の超過確率（瀬戸内海 A：福山） 

  
(1)観測期間：1941～1950 年 (2)観測期間：2013～2022 年 

図７ 日最大１時間降水量の超過確率（瀬戸内海 B：岡山） 

 

４．まとめ 

瀬戸内海西部における 15 カ所の気象観測所を用いて，

本報は福山市と岡山市の確率降水量を算出した．その結

果，1年間に 1回発生する日最大１時間降水量 S1を用いる

ことで，瀬戸内海西部における降水量は増加する傾向と

なることがわかった．福山市における 2022 年の S1 は

54.6mm/hであり，1941年のS1（38.5mm/h）と比べて約1.4

倍となることがわかった．また，岡山市における 2022 年

の S1は 51.9mm/h であり，1941 年の S1（34.6mm/h）と比べ

て 1.5 倍となることがわかった． 
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